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は
じ
め
に

　

今
回
の
「
紹
介
と
批
評
」
で
取
り
あ
げ
る
本
書
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
多
文
化
主
義
（A

ustralian M
ulticulturalism

）
は
、
今

日
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
社
会
統
合
政
策
で
は
あ
る
が
、
一

九
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
に
導
入
さ
れ
た
多
文
化
主
義
や
、
移
民
・

難
民
受
け
入
れ
政
策
は
、
九
〇
年
代
以
降
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
新
し
い
問
題
も
生
じ
て
い
る
の
で
、
新
し
い
問
題
点
や
そ
の
問

題
点
に
対
応
す
る
た
め
の
研
究
視
点
や
研
究
方
法
も
大
き
く
変
わ
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
編
集
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

編
集
者
のM

artina Boese

氏
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ラ
ト
ル
ー

ブ
大
学
社
会
学
部
の
講
師
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
・
難
民
政

策
や
移
民
・
難
民
の
移
動
性
・
定
住
行
動
・
雇
用
問
題
な
ど
幅
広
く

研
究
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。V

ince M
arotta

氏
は
、
メ
ル
ボ
ル

ン
の
隣
に
あ
る
ジ
ー
ロ
ン
グ
市
に
あ
る
、
デ
ィ
ー
キ
ン
大
学
デ
ィ
ー

キ
ン
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
専

任
講
師
兼
出
版
部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
る
人
物
で
、

Boese

氏
同
様
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
・
難
民
受
入
れ
問
題
を

研
究
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
理
論
的
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
長
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
・
難
民
問
題
や
社

会
統
合
政
策
と
し
て
の
多
文
化
主
義
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
わ
が

身
と
し
て
は
、
大
変
興
味
深
い
内
容
な
の
で
、
そ
の
紹
介
を
中
心
に
、

多
少
の
批
評
を
加
え
る
形
で
本
書
を
扱
い
た
い
。
し
か
し
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
移
民
・
難
民
・
社
会
統
合
の
変
化
に
つ
い
て
み
る
こ
と

へ
の
対
応
は
で
き
た
が
、
研
究
視
点
や
方
法
に
つ
い
て
の
変
化
の
議

論
を
追
い
か
け
る
の
は
正
直
苦
労
し
た
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お

く
。
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Introduction （M
artina Boese

）

PartⅠ
T

heories and m
ethodologies in m

igration research
1. U

nderstanding global m
igration and diversity: a 

case study of South K
orea （Stephen Castles

）

紹
介
と
批
評

M
artina Boese and V

ince M
arotta, eds.,

Critical R
eflections on M

igration, 
ʻR

aceʼ and M
ulticulturalism

:
A

ustralia in a G
lobal Context
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2. M

ulticulturalism
 and fem

inism
: w

om
en and the 

burden of representation （Georgina T
solidis

）

3. N
ew

 A
ustralian w

ay of know
ing 

 
ʻm

ulticulturalism
ʼ in a period of rapid social 

 
change: w

hen Ibn K
haldun engages Southern 

 
T

heory （A
ndrew

 Jakubow
icz

）

PartⅡ
M

igration, settlem
ent and the state

4. A
ustraliaʼs new

 guest w
orkers: opportunity or 

 
exploitation? （Jock Collins

）
5. T

heorising m
igrant w

ork beyond econom
ic 

m
ulticulturalism

 and m
ethodological nationalism

 

（M
artina Boese

）

6. Producing know
ledge about refugee settlem

ent in 
A

ustralia （K
laus N

eum
ann and Sandra M

. Gifford

）
PartⅢ
Race, racism

 and post-nationalism
7. （N

ot

） doing race: ʻcasual racism
ʼ, ʻbystander 

antiracism
ʼ and ʻordinarinessʼ in A

ustralian racism
 

studies （A
lana Lentin

）

8. 

“Itʼs the end of the w
orld as w

e know
 it .... and I 

feel fine

”: considering a post-national w
orld

 

（Farida Fozdar

）

9. ʻRaceʼ and the lived experiences of A
ustralians of 

Sudanese background 

（K
aren Farquharson, D

avid 
N

olan and T
im

othy M
arjoribanks

）

PartⅣ
Cosm

opolitanism
 and transnationalism

10. A
ustralian m

igrant fam
ilies and the 

 
transnationalisation of care （Loretta Baldassar

）

11. C
apitalism

 and cosm
opolitanism

: a very 
A

ustralian juxtaposition （V
al Colic-Peisker

）

12. Public spaces in the context of the netw
orked 

citizen and m
ulticultural societies 

（N
ikos  

Papastergiadis, Paul Carter, Scott M
cQ

uire and    
A

udrey Y
ue

）

PartⅤ
M

ulticulturalism
 and constructions of cultural identity

13. Sociology of youth and m
igration research

 
（A

nita H
arris

）

14. T
ransnational otherness and the paradox of 

hybridity in Singapore and A
ustralia: a critical 
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realist approach 

（V
ince M

arotta and Paula 
M

uraca

）

15. T
he ʻcareerʼ of the m

igrant: tim
e, space and the 

settling process  （Greg N
oble and Paul T

abar

）

Index

本
書
の
概
要

　

各
章
ご
と
に
紹
介
を
進
め
、
最
後
に
一
括
し
て
評
価
す
る
と
い
う

形
式
で
は
な
く
、
本
書
を
一
読
し
た
と
こ
ろ
浮
か
び
上
が
っ
た
、
移

民
・
難
民
政
策
や
多
文
化
主
義
、
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
諸
変
化
と
諸

問
題
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
本
書
を
紹
介
し
た
い
。

　

本
書
を
読
ん
で
ま
ず
気
に
な
っ
た
変
化
の
第
一
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
多
文
化
主
義
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
関
心
・
関
与
が
減
退
し
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
多
文
化
主
義
へ
の
連
邦
政
府
の
関
与
は
、

多
文
化
主
義
が
導
入
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
前
後
で
は
、
多
文
化
主
義

を
導
入
し
た
自
由
党
・
地
方
党
保
守
連
合
政
府
も
、
七
〇
年
代
に
人

種
差
別
禁
止
法
を
導
入
し
「
白
豪
主
義
」
を
終
わ
ら
せ
た
労
働
党
政

府
も
、
超
党
派
で
支
持
を
表
明
し
て
い
た
が
、
九
〇
年
代
以
降
で
は
、

自
由
党
・
国
民
党
（
旧
地
方
党
）
連
合
の
多
文
化
主
義
へ
の
関
与
が

大
き
く
後
退
し
た
。
現
在
で
は
、
多
文
化
主
義
は
労
働
党
の
政
策
と

い
う
印
象
が
強
く
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
党
に
お
い

て
も
多
文
化
主
義
へ
の
関
与
は
減
退
し
、
か
つ
て
の
多
様
性
へ
の
期

待
や
賞
賛
で
は
な
く
、
多
様
性
か
ら
生
じ
る
社
会
不
安
や
分
裂
へ
の

危
惧
が
強
く
な
り
、「
社
会
的
結
束
（social cohesion

）」
や
「
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
（citizenship education

）」、「
リ
ベ
ラ

ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（liberal nationalism

）」
へ
の
傾
斜
が
強

く
な
り
、
米
国
で
の
九
・
一
一
連
続
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
・
テ
ロ
以
後
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
多
文
化
主
義
の
終
焉
さ
え
論
じ
る
も
の
が

出
始
め
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
の
多
文
化
主
義
は
終
わ
っ
た
の
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
な
い
。
多
文
化
主
義
は
も
と
も
と
保
守
連
合
政
権
に
よ
っ
て
導

入
さ
れ
た
た
め
当
初
は
「
保
守
的
な
多
文
化
主
義
（conservative 

m
ulticulturalism

）」
で
あ
り
、
人
権
重
視
の
観
点
で
は
な
く
、
移

民
に
は
政
治
的
に
保
守
主
義
者
が
多
い
の
で
伝
統
文
化
の
保
持
を
認

め
れ
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
帰
属
意
識
や
忠
誠
を
高
め
る
だ
け
な

く
保
守
政
権
へ
の
支
持
を
拡
大
で
き
る
う
え
に
、
大
い
に
働
い
て
く

れ
る
は
ず
だ
と
い
う
政
治
的
か
つ
経
済
的
な
国
益
主
義
の
観
点
が
強

か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
新
自
由
主
義
的
な
観
点
か
ら
の
経
済

主
義
的
多
文
化
主
義
（econom

ic m
ulticulturalism

）
へ
と
移
行

し
、
移
民
各
自
の
判
断
で
文
化
・
言
語
維
持
に
つ
い
て
決
め
さ
せ
る

個
人
主
義
的
な
側
面
が
強
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
に
役
立
つ

移
民
中
心
に
受
け
入
れ
る
国
益
・
高
度
人
材
中
心
の
選
択
的
移
民
制
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度
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
移
民
・
難
民
文
化
の
維
持
・
発
展

は
政
府
の
責
任
で
は
な
く
、
個
人
の
責
任
で
行
う
べ
き
だ
と
い
う
個

人
主
義
的
な
多
文
化
主
義
に
な
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
連
邦
政
府
の

関
与
は
減
退
し
て
は
い
る
が
、
多
文
化
主
義
は
変
容
し
な
が
ら
も
継

続
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
Ⅰ
部
第
三
章A

. Jakubow
icz

、
第
Ⅱ

部
第
五
章M

. Boese

論
文
参
照
）。

　

第
二
の
点
は
、
多
文
化
主
義
へ
の
関
与
の
減
退
に
反
比
例
し
て
、

ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
へ
の
対
応
が
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
方
面
か
ら
危
険
を
冒
し
て
襤
褸
船
に
乗
っ
て
海

を
渡
っ
て
く
る
人
々
に
対
し
て
軍
艦
を
動
員
し
て
力
づ
く
で
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
方
面
に
追
い
返
す
、
あ
る
い
は
、
国
外
に
設
置
し
た
収
容

施
設
に
長
期
間
収
容
し
、
劣
悪
な
環
境
の
も
と
で
難
民
審
査
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
審
査
そ
の
も
の
も
厳
し
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
不
法
入
国
は
許
さ
な
い
た
め
の
み
せ

し
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
の
捕

獲
者
数
や
移
送
、
な
ら
び
に
、
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
の
収
容
状
況
に
加

え
て
難
民
申
請
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
も
逐
次
公
に
し
な
い
と
い
う

厳
し
い
政
府
の
対
応
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦

後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
大
量
庇
護
民
の
受
け
入
れ
や
、
一
九
七
〇

年
代
半
ば
か
ら
八
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
か
ら

の
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
や
難
民
を
熱
心
に
か
つ
大
量
に
受
け
入
れ
た
伝

統
を
無
視
す
る
よ
う
な
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
キ
ー
テ
ィ

ン
グ
労
働
党
政
権
（
一
九
九
〇
～
九
六
年
）
の
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
を

国
内
僻
地
に
設
置
し
た
収
容
施
設
へ
隔
離
し
て
、
審
査
を
行
う
政
策

に
端
を
発
し
、
二
〇
〇
一
年
八
月
の
公
海
上
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
船
籍
の

「
タ
ン
パ
号
」
が
救
い
だ
し
た
四
〇
〇
名
以
上
の
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル

を
国
外
に
追
放
す
る
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
、
ボ
ー
ト

ピ
ー
プ
ル
の
国
内
収
用
を
停
止
し
、
ナ
ウ
ル
や
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
な
ど
の
国
外
の
収
容
施
設
に
収
容
す
る
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（the Pacific Solution

）」
の
制
度
化
に
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
、
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
上
陸

し
た
と
し
て
も
、
ま
た
、
近
海
で
救
助
さ
れ
た
と
し
て
も
入
国
申
請

を
認
め
な
い
と
い
う
、「
移
民
申
請
不
許
可
ゾ
ー
ン
（N

on 
im

m
igration zone

）」
の
設
置
・
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
ハ
ワ
ー
ド
保
守
連
合
政
権
（
一
九
九
六
～
二
〇
〇
七

年
）
が
行
っ
た
こ
と
だ
が
、
二
〇
〇
七
年
に
政
権
に
返
り
咲
い
た
労

働
党
は
一
時
的
に
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
停
止
し
た

も
の
の
、
停
止
し
た
途
端
に
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
が
急
増
し
た
た
め
、

現
在
で
は
類
似
の
政
策
が
復
活
・
継
続
し
て
い
る
。
人
権
問
題
の
重

視
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
家
安
全
保
障
問
題
が
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
結
果
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
移
民
・
難
民
政
策
の

「
安
全
保
障
政
策
化
（securitisation of im

m
igration policy

）」
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は
、
近
年
の
欧
米
に
お
け
る
テ
ロ
事
件
の
拡
大
と
、
移
民
・
難
民
の

排
斥
を
唱
え
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
の
台
頭
と
軌
を
一
に
す
る
も
の

だ
が
、
多
文
化
主
義
へ
の
連
邦
政
府
の
関
与
の
継
続
は
、
移
民
・
難

民
政
策
の
安
全
保
障
化
と
引
き
換
え
に
か
ろ
う
じ
て
約
束
さ
れ
て
い

る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
結
果
、
近

年
で
は
難
民
に
対
す
る
評
価
も
同
情
に
値
し
な
い
厄
介
な
人
々
と

い
っ
た
否
定
的
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

た
だ
し
、
た
し
か
に
連
邦
政
府
の
多
文
化
主
義
へ
の
関
与
は
減
退

し
た
も
の
の
、
州
政
府
や
地
方
自
治
体
の
多
文
化
主
義
へ
の
関
与
は

旺
盛
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
路
上
で
餓
死
者
で
も
で
れ
ば
大
問
題
と
な

る
か
ら
で
あ
る
と
同
時
に
、
非
英
語
系
移
民
住
民
が
有
権
者
の
な
か

に
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
た
現
在
で
は
、
多
文
化
主
義
へ
の
関

与
を
低
め
る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
（
以
上
、
第
Ⅱ
部
第
六
章
、

K
. N

eum
ann and S. M

. Gifford

論
文
参
照
）。

　

第
三
の
点
は
、
か
つ
て
永
住
移
民
の
受
け
入
れ
を
国
是
と
し
て
い

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
よ
り
短
期
滞

在
労
働
者
（
外
国
人
労
働
者
、tem

porary w
orkers

）
の
受
け
入

れ
が
実
施
さ
れ
始
め
、
国
是
の
転
換
が
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
に
い
う
と
今
日
で
は
、
年
間
の
受
入
れ
は
七
〇
万
人
ほ
ど
と
な
り
、

永
住
移
民
者
の
受
入
数
一
五
万
～
二
〇
万
人
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
短
期
滞
在
労
働
者
と
は
本
書
で
は

以
下
の
三
者
を
指
す
。

　
　

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
・
ビ
ザ
保
持
者
（W

H
M

s

）

　
　

海
外
留
学
生
（international students: ISs

）

　
　

短
期
滞
在
労
働
者
ビ
ザ
（
四
五
七
ビ
ザ
）
保
持
者

　

そ
れ
ぞ
れ
順
に
二
五
万
、
三
〇
万
人
、
一
〇
万
人
、
そ
の
他
の
短

期
滞
在
ビ
ザ
所
有
者
を
加
え
て
約
七
五
万
人
、
そ
し
て
永
住
ビ
ザ
移

民
入
国
者
二
〇
万
人
を
加
え
て
九
〇
万
人
か
ら
一
〇
〇
万
人
が
入
国

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
二
〇
一
三
～
一
四
会
計
年
度
）。

　

こ
の
背
景
に
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
続
い
た

資
源
輸
出
ブ
ー
ム
に
よ
る
労
働
力
不
足
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

も
は
や
永
住
移
民
国
家
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
失
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
動
き
に
つ
い
て
の
議
論
の
な
か
で
、
日
本
人
の
評

者
に
と
り
異
様
に
感
じ
る
こ
と
は
、
当
然
の
よ
う
に
ワ
ー
キ
ン
グ
・

ホ
リ
デ
ー
・
メ
イ
カ
ー
（W

H
M

s

）
と
海
外
か
ら
の
留
学
生
（ISs

）

が
、「
労
働
力
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。W

H
M

s

は

若
い
人
々
が
、
滞
在
費
を
稼
ぐ
た
め
に
労
働
し
つ
つ
、
海
外
を
知
る

と
い
う
社
会
的
目
的
を
も
つ
若
者
の
自
己
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

日
本
で
は
宣
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
若
者
の

将
来
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
短
期
滞
在
「
労
働
者
」
と
み
な
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
・
彼
女
ら
は
非
熟
練
労
働
者
の
供
給
源
な

の
で
あ
る
。
実
は
こ
こ
に
問
題
が
生
じ
る
源
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
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事
者
た
ち
が
労
働
者
と
い
う
よ
り
は
、
社
会
的
経
験
拡
大
の
た
め
の

経
験
を
積
む
機
会
と
み
て
い
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
英
語
習
得
の
た

め
の
機
会
と
み
な
し
て
い
る
た
め
に
、
自
ら
が
従
事
す
る
労
働
の
対

価
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
鈍
感
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
日
本
人
で
は
な
く
、
韓
国
人W

H
M

s

の
労
働
状
況

が
紹
介
さ
れ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
雇
用
者
や
韓
国
系
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
経
営
者
に
よ
っ
て
劣
悪
な
る
労
働
条
件
（
最
低
賃
金
に

も
満
た
な
い
賃
金
や
不
払
い
、
違
法
な
長
時
間
労
働
や
サ
ー
ビ
ス
残

業
）
を
強
い
ら
れ
・
搾
取
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
語
を

多
少
と
も
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
十
分
満
足
し
て
い

る
者
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
れ
は
海
外
か
ら
の
留
学

生
の
場
合
も
似
た
り
よ
っ
た
り
で
あ
る
。
留
学
生
は
学
費
や
生
活
費

を
稼
ぐ
こ
と
を
目
的
に
週
の
う
ち
一
定
時
間
働
く
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
労
働
で
搾
取
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
技
能
労
働
ビ

ザ
四
五
七
保
持
者
の
場
合
は
、
前
も
っ
て
労
働
条
件
を
定
め
た
受
け

入
れ
企
業
と
の
契
約
が
、
入
国
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

W
H

M
s

やISs

ほ
ど
問
題
は
な
い
が
、
四
五
七
ビ
ザ
が
発
給
さ
れ

る
の
は
国
内
に
仕
事
に
ふ
さ
わ
し
い
労
働
者
を
探
し
て
も
い
な
い
場

合
だ
が
、
そ
の
規
定
も
き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
た

め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
仕
事
が
奪
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
特
徴
的
な
こ
と
はW

H
M

s

やISs

ほ

ど
の
搾
取
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
四
五
七
ビ
ザ
保
持
者
で
あ
る
と

し
て
も
、
短
期
滞
在
労
働
者
た
ち
は
総
体
と
し
て
永
住
国
民
お
よ
び

永
住
移
民
労
働
者
に
比
べ
低
賃
金
労
働
者
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
今

日
で
も
「
分
割
労
働
市
場
論
（labour m

arket segm
ented 

theory

）」
が
十
分
適
応
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

国
民
労
働
者
、
英
語
系
移
民
労
働
者
、
非
英
語
系
移
民
労
働
者
、
英

語
系
短
期
滞
在
労
働
者
、
非
英
語
系
短
期
滞
在
労
働
者
と
い
う
序
列

に
従
っ
た
労
働
市
場
の
分
断
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
多
文
化
主
義
の
成

功
事
例
と
し
て
楽
天
的
に
論
じ
る
政
治
家
や
評
論
家
が
多
い
が
、
本

書
で
は
問
題
点
が
し
っ
か
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
、

多
文
化
主
義
の
経
済
主
義
へ
の
傾
斜
の
お
陰
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
全
体
の
国
益
第
一
主
義
へ
の
動
き
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
多
文
化
主
義
へ
の
新
自
由
主
義
経
済
主

義
と
個
人
主
義
化
の
影
響
を
防
ぐ
た
め
に
、
北
半
球
と
は
異
な
る
観

点
か
ら
の
多
文
化
主
義
や
移
民
政
策
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

議
論
も
生
ま
れ
て
い
る
（
第
Ⅱ
部
第
四
章J. Collins

、
第
五
章M

. 
Boese

論
文
参
照
）。

　

第
四
の
点
も
、
多
文
化
主
義
へ
の
連
邦
政
府
の
関
心
・
関
与
の
減

退
に
関
わ
る
こ
と
だ
が
、
多
文
化
主
義
へ
の
関
心
・
関
与
の
減
退
に

反
比
例
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
種
差
別
問
題
へ
の
関
心
が
増
大
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し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
本
書
第
Ⅲ
部
の
三
つ
の
論
文

が
扱
う
が
、
こ
れ
は
連
邦
政
府
の
動
き
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
人

種
差
別
と
い
っ
て
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
白
豪
主
義
が
生
き
て
い
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
八
〇
年
の
多
文
化
主
義
導
入
以
前
に

人
種
差
別
禁
止
法
が
導
入
さ
れ
て
白
豪
主
義
は
終
焉
を
迎
え
、
一
九

七
八
年
以
降
の
移
民
政
策
も
非
差
別
的
に
な
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
政

府
公
認
の
「
制
度
的
差
別
（institutional racism

）」
は
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
日
常
的
な
レ
ベ
ル
で
は
差
別
や
偏
見
は
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
（casual racism

 or everyday racism

）。

　

多
文
化
主
義
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
日
常
的
な
差
別
が

あ
る
の
か
と
い
う
と
、
多
文
化
主
義
の
も
と
で
、
す
べ
て
の
文
化
は

平
等
に
扱
わ
れ
る
建
前
で
は
あ
る
が
、
近
年
欧
米
で
の
ム
ス
リ
ム
系

移
民
に
よ
る
テ
ロ
の
脅
威
も
あ
り
、
多
文
化
性
よ
り
も
市
民
的
価
値

の
強
調
が
進
み
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
、
や

は
り
英
国
系
白
人
国
民
の
「
リ
ベ
ラ
ル
な
市
民
的
価
値
（liberal 

civic values

）」
が
中
心
に
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
気
分
が
強
く
な
り

だ
し
た
た
め
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
く
な
り
、
そ
の

結
果
、
リ
ベ
ラ
ル
な
伝
統
を
尊
重
し
な
い
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

嫌
が
ら
せ
や
差
別
が
目
立
ち
始
め
た
の
で
あ
る
（
リ
ベ
ラ
ル
な
差

別
）。
こ
の
傾
向
は
多
文
化
主
義
を
強
調
し
て
い
る
時
代
で
も
、
多

文
化
主
義
そ
の
も
の
が
自
由
・
平
等
・
民
主
主
義
、
人
権
尊
重
を
基

礎
に
生
み
だ
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
当
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

つ
ま
り
、
民
主
主
義
的
価
値
を
認
め
な
い
文
化
は
認
め
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
白
人
の
よ
う
に
「
平
等
主

義
（egalitarianism

）」
や
「
仲
間
主
義
（m

ateship

）」
に
基
づ

く
公
平
な
振
舞
い
を
覚
え
れ
ば
誰
で
も
良
き
市
民
に
な
れ
る
と
い
う

主
張
も
強
ま
る
。
結
果
と
し
て
日
常
的
差
別
が
増
え
る
と
と
も
に
、

当
然
、
日
常
的
差
別
を
批
判
す
る
人
々
（bystander antiracism

）

も
増
え
る
が
、
そ
う
し
た
人
々
も
、
差
別
す
る
側
も
差
別
さ
れ
る
側

も
普
通
（orderliness

）
の
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
よ
う
に
振

舞
え
ば
よ
い
と
主
張
す
る
傾
向
が
強
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
英
語
系

白
人
国
民
と
そ
の
価
値
観
が
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
的
価
値

（A
ustralian values

）」
と
し
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
連
邦

政
府
の
多
文
化
主
義
へ
の
関
与
が
減
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
差
別
問
題

が
浮
上
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応
が
必
要
だ
と
い
う
主
張
（
研
究
）

が
増
え
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
近
年
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
難
民
・
移
民

が
増
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
各
移
民
・
難
民
集
団
の
違
い
を
無
視
し

て
、
時
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
含
ま
れ
て
い
る
の
に
、
ア
フ
リ
カ
系

ム
ス
リ
ム
と
一
括
し
て
批
判
・
差
別
す
る
と
い
う
日
常
的
差
別
も
生

じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
よ
り
徹
底
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
脱
植
民
地
化
を
進
め
る
べ
き
だ
と
か
、
道
徳
的
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ

ズ
ム
の
観
点
か
ら
移
住
規
制
を
取
り
払
い
よ
り
自
由
な
移
動
を
認
め
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る
べ
き
だ
と
か
、
多
文
化
主
義
社
会
の
日
常
的
差
別
の
現
実
を
よ
り

徹
底
的
に
洗
い
だ
す
必
要
が
あ
る
と
の
議
論
が
強
ま
っ
て
い
る
（
第

Ⅲ
部
第
七
章A

. Lentin

、
第
八
章F. Fozdar

、
第
九
章
、K

. 
Farquharson, D

. N
olan and T

. M
arjoribanks

論
文
参
照
）。

　

第
五
の
点
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム

（A
ustralian Cosm

opolitanism

）
の
伝
統
を
強
調
す
る
研
究
者

が
増
え
た
こ
と
で
あ
る
。
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
は
対
比
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
概
念
だ
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
自
国
内
の
文
化
の
同
質
性
と
優
越
に
こ
だ
わ
り
（
一
文
化
主

義
）、
異
文
化
移
民
・
難
民
に
対
し
て
排
他
的
に
振
舞
う
よ
う
に
国

民
を
仕
向
け
が
ち
な
も
の
だ
が
、
国
家
主
義
を
超
越
し
、
異
質
な
他

者
に
対
し
て
も
寛
容
で
仲
間
扱
い
で
き
る
よ
う
な
開
放
性
と
平
等
主

義
を
備
え
た
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム

で
あ
る
。

　

か
つ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
多
文
化
主
義
を
重
視
す
る
立
場
か

ら
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
強
調
は
控
え
ら
れ
て
い
た
。
近
年
で

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
英
国
系
白
人
に
よ
り
開
拓
さ
れ
、
そ
の
際
に

発
達
し
た
国
民
的
エ
ト
ス
と
も
い
え
る
平
等
主
義
と
仲
間
意
識
と

「
公
平
さ
（fair go

）」・
寛
容
性
重
視
の
精
神
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ン
・
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
歴
史
的
に
形
成
し
て
き
た
こ
と
を
強

調
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
多
文
化
主
義
導
入
の
引
き
金
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
分
裂
的
多
文
化
主
義
の
成
立
を
防
い
で
き
た
と
論
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
今
日
で
は
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
を

支
持
す
る
多
く
の
研
究
者
が
、
今
ま
で
論
じ
て
き
た
難
民
・
ボ
ー
ト

ピ
ー
プ
ル
へ
の
厳
し
い
政
策
的
対
応
、
短
期
滞
在
労
働
者
の
偏
重
、

人
種
差
別
の
持
続
を
み
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ニ
ズ
ム
と
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
拡
大
が
必
要
な
時
に
後
退

し
て
い
る
と
悲
観
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
多
文
化
社
会

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
、
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
な
経
済
・
社
会
政

策
に
基
づ
く
国
益
第
一
主
義
と
、
個
人
主
義
に
基
づ
く
競
争
の
過
剰

な
ま
で
の
強
調
（
多
文
化
競
生
）
に
よ
る
社
会
的
連
帯
（
多
文
化
共

生
）
の
喪
失
が
影
響
し
て
い
る
と
の
批
判
も
強
く
な
っ
て
い
る
。
多

文
化
主
義
の
後
退
と
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
後
退
が
同
時
に
進
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
「
国
境
を
超
え
る
ケ

ア
ー
（transnational care

）」
の
拡
大
が
必
要
だ
が
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
こ
の
問
題
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
も
批
判
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
単
身
赴
任
の
多
い
短
期
滞
在
労
働
者
の
増
加
と
そ
の
移
動

性
の
さ
ら
な
る
拡
大
が
進
む
今
日
で
は
、
軽
視
で
き
な
い
問
題
で
あ

る
。
ま
た
家
族
を
故
国
に
残
す
単
身
の
女
性
移
民
労
働
者
の
増
加
の

な
か
で
重
視
さ
れ
る
必
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
都
市
再
開
発
と
芸
術

街
区
の
設
置
に
際
し
て
も
社
会
の
多
様
性
を
反
映
し
た
、
コ
ス
モ
ポ
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リ
タ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
多
様
性
の
受
容
と
芸
術
を
楽
し
む
側
の
一
般

国
民
の
意
見
を
反
映
し
た
文
化
・
芸
術
政
策
の
民
主
化
が
必
要
な
時

代
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン

と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
対
比
さ
れ
て
い
る
（
第
Ⅳ
部
第
一
〇
章
、L. 

Baldassar

、
第
一
一
章V

. Colic-Peisker

、
第
一
二
章N

. 
Papastergiadis, P. Carter, S. M

cQ
uire and A

. Y
ue

、
第
一

部
第
二
章G. T

solidis
、
第
Ⅲ
部
第
八
章F. Fozdar

論
文
参
照
）。

　

第
六
の
点
は
、
移
民
・
難
民
の
文
化
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
帰

属
意
識
の
多
様
化
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
と
帰
属
意
識
の
分
化
・
多
様

化
の
問
題
で
あ
る
。
従
来
、
移
民
・
難
民
は
一
度
移
住
を
決
意
し
て

移
住
す
る
と
、
移
住
先
に
永
住
し
、
移
民
・
難
民
は
、
移
動
先
国
の

文
化
・
言
語
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
受
容
し
、
文
化
的
に
は
同
化

し
変
容
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
た
し
、
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
の
観
点

か
ら
移
民
・
難
民
の
社
会
統
合
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。
同
化
主
義

の
下
で
は
、
故
国
の
文
化
か
ら
新
天
地
の
文
化
へ
の
切
り
替
え
が
う

ま
く
で
き
な
い
と
か
、
中
途
半
端
に
な
る
こ
と
に
よ
り
社
会
的
不
適

応
を
起
こ
し
、
社
会
的
に
周
辺
化
さ
れ
る
も
の
が
増
加
し
た
。
同
化

主
義
の
も
と
で
は
こ
の
よ
う
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
は
文
化
変
容
・
社

会
統
合
の
失
敗
で
あ
る
と
し
て
否
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
そ

れ
が
一
九
七
〇
年
代
に
同
化
主
義
か
ら
多
文
化
主
義
に
変
化
し
文
化

的
多
様
性
を
維
持
し
た
ま
ま
移
民
・
難
民
は
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
故
国
の
文
化
か
ら
新
天
地
の
文
化
へ

の
切
り
替
え
の
必
要
が
な
く
な
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
人
々
へ
の
評

価
も
逆
転
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
社
会
不
適
応
者
は
減
少
し
た
。

　

移
民
・
難
民
系
住
民
の
文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
化
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
当
た
り
前
の
現
象
と
な
っ
た

し
、
本
質
主
義
的
・
純
粋
真
正
文
化
観
か
ら
社
会
構
築
主
義
的
・
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
文
化
観
へ
の
認
識
の
転
換
が
起
き
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

代
に
な
る
と
、
移
民
系
若
者
住
民
（
移
民
第
二
世
代
）
に
よ
る
ホ
ー

ム
グ
ロ
ウ
ン
・
テ
ロ
や
暴
力
が
増
大
し
た
り
、「
イ
ス
ラ
ム
国

（IS

）」
兵
士
募
集
に
応
じ
る
第
二
世
代
の
若
者
が
増
大
す
る
の
に
比

例
し
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
国
民
の
支
持
を
集
め
始
め
る
と
、

欧
米
の
新
興
移
民
国
家
は
一
斉
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
的
結
束
、

市
民
的
価
値
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
強
化
し
始
め
た
。
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
な
文
化
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
移
民
・
難
民
系
住

民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
文
化
、
そ
し
て
受
入
れ
国
へ
の
帰
属
意

識
を
強
化
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
動
き
が
強
く
な
っ
て
い
く
。

　

し
か
し
、
多
文
化
主
義
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
文
化
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
つ
な
が
り
を
利
用
し
て
国

家
や
自
己
の
所
属
す
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
以
外
に
帰
属
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意
識
を
帰
着
・
発
達
さ
せ
て
い
る
移
民
・
難
民
系
若
者
住
民
が
増
加

し
（
世
界
の
若
者
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
帰
属
は
よ
い
と
し
て
も
、

最
悪
の
ケ
ー
ス
はIS

へ
の
帰
属
で
あ
る
）、
古
典
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
基
づ
い
て
文
化
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
帰
属
意
識
を
管

理
・
統
制
し
て
、
社
会
統
合
を
進
め
よ
う
と
す
る
今
日
の
動
き
は
失

敗
す
る
可
能
性
が
強
い
。
文
化
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
・
帰
属
意
識
の
多
様
化
・
分
化
が
今
日
の
常
態
で
あ
る
こ

と
を
十
分
意
識
し
、
古
い
方
法
論
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら

の
統
合
研
究
は
早
く
卒
業
す
べ
き
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
そ

の
動
き
が
少
々
鈍
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
移
民
系
国
民

の
文
化
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
や
帰
属
意
識
の
多
様
化
・
分
化
を
理
解

す
る
研
究
方
法
は
、
従
来
の
よ
う
な
移
民
・
難
民
を
一
括
し
て
研
究

対
象
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
ご
と
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ

ズ
し
た
う
え
で
一
括
し
て
分
析
す
る
マ
ク
ロ
な
研
究
か
ら
、
個
人

ベ
ー
ス
の
日
常
生
活
レ
ベ
ル
の
ミ
ク
ロ
な
研
究
へ
の
移
行
が
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
の
な
か
で
の
古
典
的

な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
調
と
い
う
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
の
パ
ラ
ド

ク
ス
（the paradox of hybridity

）」
へ
の
動
き
は
強
ま
り
つ
つ

あ
る
の
で
あ
る
（
第
五
部
第
一
三
章A

. H
arris

、
第
一
四
章 V

. 
M

arotta and P. M
uraca

、
第
一
五
章 G. N

oble and P. T
abar

論
文
参
照
）。

　

以
上
が
、
本
書
を
読
ん
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
最
近
の
変
化
で

あ
る
が
、
以
上
で
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
第
一
部
第
一
章
のS. 

Castles

の
論
文
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
カ
ー
ス
ル
ズ
は
『
国
際
移

民
の
時
代
（
第
四
版
）』（
Ｓ
・
カ
ー
ス
ル
ズ
／
Ｍ
・
Ｊ
・
ミ
ラ
ー
著
、

関
根
政
美
・
薫
訳
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）
の
執
筆

者
の
一
人
だ
が
、『
国
際
移
民
の
時
代
』
で
は
欧
米
中
心
の
移
民
政

策
や
社
会
統
合
政
策
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
近
年
で
は
開
発
途
上
国

で
も
多
文
化
主
義
が
導
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
最
近
、
韓
国
、

メ
キ
シ
コ
、
ト
ル
コ
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
政
策
と
社

会
統
合
政
策
の
比
較
研
究
を
開
始
し
た
よ
う
で
、
本
書
で
は
そ
の
な

か
か
ら
韓
国
の
事
例
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
新
自
由
主
義
経

済
主
義
が
ど
の
よ
う
に
韓
国
の
移
民
政
策
と
社
会
統
合
政
策
（=

多

文
化
主
義
）
に
影
響
し
て
い
る
か
に
注
目
し
て
い
る
。
結
論
的
に
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
に
比
べ
る
と
未
熟
だ
が
、
今
後
の

展
開
は
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義

の
今
後
を
考
え
る
う
え
で
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
と
す
る
。

こ
の
議
論
は
、
本
書
の
他
の
章
（
第
Ⅴ
部
第
一
四
章V

. M
arotta 

and P. M
uraca

論
文
）
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
の
多
文

化
主
義
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
文
化
伝
統
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
だ
か
ら
、

ア
ジ
ア
へ
の
多
文
化
主
義
の
移
植
と
成
熟
は
困
難
だ
ろ
う
と
い
う
議

論
が
強
い
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
へ
の
批
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判
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

批　

評

　

本
書
の
概
要
は
、
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
動
向
を
ま

と
め
る
際
に
評
者
自
身
の
補
足
的
な
考
察
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
多

少
不
正
確
な
概
要
紹
介
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
近
の
移

民
・
難
民
政
策
と
社
会
統
合
政
策
の
変
化
と
、
そ
れ
ら
の
変
化
に
対

応
し
て
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研
究
方
法
に
つ
い
て
紹
介
す
る

本
書
を
読
ん
で
納
得
し
た
こ
と
は
多
い
。
そ
し
て
、
本
書
で
扱
わ
れ

た
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
現
象
で
は
あ
る
が
、
欧
米
先
進
諸
国

で
も
、
移
民
・
難
民
政
策
の
厳
格
化
、
社
会
統
合
政
策
に
み
ら
れ
る

多
文
化
主
義
か
ら
の
撤
退
、
つ
ま
り
多
文
化
主
義
か
ら
「
間
文
化
主

義
（interculturalism

）」
へ
の
動
き
に
加
え
、
社
会
的
結
束
強
化
、

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
、

移
民
・
難
民
の
文
化
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

帰
属
意
識
の
多
様
化
・
分
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
古
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
強
制
す
る
と
い
う
動
き
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
本
書
は
多
く

の
国
際
社
会
学
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
文
献
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

　

し
か
し
、
本
書
の
各
所
に
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
研
究
者
の
変

化
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
い
う
感
想
が
み
ら
れ
、
た
し

か
に
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
評
者
も
遅
れ
て
い
る
と
の
感
想

を
も
っ
た
が
、
こ
の
比
較
は
あ
ま
り
公
正
と
は
い
え
な
い
。
世
界
の

国
際
社
会
学
者
の
最
先
端
の
研
究
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
者
の
標

準
的
な
研
究
を
比
較
す
れ
ば
遅
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
に
な
り
や
す

い
が
、
た
ま
た
ま
比
較
し
た
最
先
端
を
行
く
研
究
者
の
出
身
国
の
国

際
社
会
学
者
の
平
均
的
な
研
究
を
世
界
の
最
先
端
を
行
く
研
究
と
比

較
す
れ
ば
、
本
書
と
似
た
よ
う
な
評
価
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
を

考
え
る
と
執
筆
者
た
ち
の
評
価
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら

れ
た
。
評
者
と
し
て
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
研
究
者
は
海
外
の
研
究

を
し
っ
か
り
参
照
し
、
十
分
対
応
し
て
い
る
と
評
価
し
た
い
。
な
お
、

編
集
者
は
序
論
で
学
際
的
研
究
の
充
実
を
主
張
し
て
い
る
が
、
本
書

の
執
筆
者
の
半
分
は
社
会
学
者
で
あ
り
、
残
り
の
半
分
は
文
化
人
類

学
者
で
あ
る
。
他
は
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
や
歴
史
学
の
研
究
者
で
あ
り
、
本
書
を
学
際
的
と
い
え
る

の
か
気
に
な
っ
た
。

（O
xon and N

ew
 Y

ork: Routledge, 2017, total 277 pages 

 
including Index
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